
日・フィンランド森林連携
～脱炭素化を見据えて～

長野県林務部森林政策課

企画幹 小澤岳弘
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地形

地質構造線や火山の影響

により急峻な地形が多い

1 長野県の概要

県土面積

13,562km2 人口（2021.10.1）

2,020,372人

森林面積

10,680km2

森林率

79％

森林蓄積

２億m3
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1 長野県の概要（森林）

民有林の内訳（樹種） 民有林の内訳（所有形態）

国有林
3,710km2

民有林
6,970km2

森林面積
10,680km2

県・市町村等
２６％

集落・会社等
３２％

個人
４２％

広葉樹
４１％

カラマツ
２７％

アカマツ
１４％

ヒノキ
８％

スギ
８％

その他
２％

 多様な樹種

 個人の所有規模は零細

（５ha未満が30%）

特徴
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 山村の過疎化、高齢化

 森林の境界明確化の遅れ

２ 連携・交流に至った経緯

長野県の課題 必要な対策

 最新の技術を活用した効率的
な森林管理手法の導入

長野県人口の総数と75歳以上割合の推移 5



２ 連携・交流に至った経緯

 プラスチックの多用等、身の
回りの木製品の少なさ

 地球温暖化による災害の多発

長野県の課題 必要な対策

 木や森等を活用したバイオエコノ
ミー施策の導入、定着

⇒ 木や森と人とのつながりの再生

⇒ ゼロカーボンの実現
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 2015年に長野県がオーストリア政府機関と林業に関するMOUを締結

 これまでに、技術者の交流、林業機械の導入等により、優れた林業
技術の県内での定着を図っている

 交流の中で、ICTを活用した森林管理、バイオエコノミー等、先進的
な取組が行われている国として、フィンランドを紹介された

２ 連携・交流に至った経緯
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３ フィンランド訪問とMOUの締結
◆ フィンランド国内での視察等（2018、2019）

・フィンランド農林省、林野庁

・欧州森林研究所（EFI）

・東フィンランド大学、カレリア応用科学大学、ラップランド大学、

付属学校

・ビジネスヨエンスー

・アルボナウト社、ストラエンソ社、ジョンディア社 ほか

訪問先
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◆ 長野県と北カルヤラ県とのMOU（2019ー2024） 2019.10月締結

・定期的に活動に関する情報を提供

・教育、研修及び研究知見における交流

・国際的な技術情報、イノベーション交流の推進

・自治体機関・企業の視察や、見本市や展示会等に参加

・関係する活動に必要な援助や支援を提供

林業、森林産業、再生可能エネルギー、木材利用、バイオエコノミー

分野

内容

３ フィンランド訪問とMOUの締結

※長野県伊那市も同様に北カルヤラ県
とＭＯＵを締結 9



４ 連携・交流活動事例

・2021.10月 “これからの木材活用セミナー”

・木材利用推進を目的としたセミナーに、ビジネ
スヨエンスーの専門家がスピーカーとして参加

・フィンランドにおける建築物やテキスタイルな
ど、多様な木材活用について紹介していただいた

◆ 長野県等が主催するセミナーへの参加
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４ 連携・交流活動事例

・2022.2月 “国際学生ゼロカーボン会議”

・環境問題に関心のある学生が世界中から
参加

・気候変動、サーキュラーエコノミー、マ
イクロプラスチック、森林資源をテーマに、
オンラインで意見交換を実施予定

◆ 長野県とフィンランド教育機関がオンラインイベントを共同開催予定
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５ 今後の展望

・2019年 台風による大災害を契機に長野県
知事が気候非常事態を宣言

・同時に、2050年にはCO2排出量を実質ゼロ
にすることを決意し、内外に向け発信

・ゼロカーボンにつながる取組を一層推進

◆ 「気候非常事態宣言 -2050ゼロカーボンへの決意-」
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５ 今後の展望
◆ 連携により、今後実現が期待される様々な取組

植物由来のアロマ

の共同開発・研究

森林データを活用した

効率的な機械化林業

㈱やまとわウェブサイトより

木曽観光連盟ウェブサイトより

県伝統工芸品

＋

北欧デザイン

“経木”を使った

イノベーション学習
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ご清聴ありがとうございました
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